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●�お堀の外側にある
　　　　　　野中邸の跡

　
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
四
月
、
高
知

こ
ど
も
の
図
書
館
は
高
知
県
立
公
文
書
館

の
一
階
に
移
転
し
た
。

　
高
知
県
立
文
学
館
と
と
も
に
、
こ
の
辺

り
は
藤
並
の
森
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
こ
の
場
所
に
藤
並
神
社
が
あ
っ
た
こ

と
に
由
来
す
る
。
緑
陰
将
棋
の
メ
ッ
カ
と

し
て
に
ぎ
わ
う
藤
並
公
園
や
隣
接
す
る
高

知
公
園
駐
車
場
は
、
そ
の
藤
並
神
社
を
囲

ん
だ
堀
を
埋
め
立
て
て
で
き
た
も
の
だ
。

　

藤
並
神
社
は
文
化
三(

一
八
〇
六)

年
に

土
佐
藩
十
代
藩
主
の
山
内
豊と
よ

策か
ず
が
創
建

し
、
初
代
藩
主
の
一
豊
と
そ
の
妻
・
見け
ん
性せ
い

院い
ん
、
二
代
藩
主
の
忠
義
を
祀ま
つ
っ
た
の
が
起

源
。

　
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、
藤
並
神
社

の
御お

旅た
び
所し
ょ
の
あ
っ
た
大
原
町
に
山
内
神
社

が
創
建
さ
れ
、
三
代
忠
豊
か
ら
十
四
代
豊と
よ

惇あ
つ
が
祀
ら
れ
る
。
両
神
社
と
も
戦
火
で
焼

失
す
る
が
、
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）

年
に
山
内
神
社
の
社
殿
を
再
建
し
藤
並
神

社
を
合ご
う
祀し

し
現
在
に
至
る
。

　

こ
の
場
所
に
は
野
中
兼
山
邸
が
あ
っ

た
。
野
中
兼
山
は
元
和
元
（
一
六
一
五
）

年
に
今
の
兵
庫
県
姫
路
市
に
生
ま
れ
、

十
三
歳
の
時
に
父
の
従
兄
弟
で
土
佐
藩
の

野
中
直
継
の
娘
・
市
の
入
婿
と
な
っ
た
。

一
豊
の
妹
・
合ご
う
の
孫
と
い
う
血
縁
も
あ
り
、

十
七
歳
で
養
父
・
直
継
と
と
も
に
奉
行
職

に
任
じ
ら
れ
、
二
十
二
歳
の
時
に
直
継
が

亡
く
な
る
と
家
督
を
継
ぎ
藩
政
改
革
を
積

極
的
に
進
め
た
。

　
山
田
堰ぜ
き
や
八
田
堰ぜ
き
、
手
結
内
港
、
津
呂

港
、
室
津
港
な
ど
の
港
湾
整
備
と
い
っ
た

土
木
事
業
だ
け
で
な
く
、
捕
鯨
の
推
進
、

ミ
ツ
バ
チ
や
ア
サ
リ
の
繁
殖
、
山
林
の
輪

伐
制
の
導
入
、
和
紙
・
茶
な
ど
の
専
売
制

な
ど
土
佐
藩
発
展
の
基
礎
と
な
る
業
績
は

多
岐
に
わ
た
る
。

　
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
急
進
的
な
か
つ
独

裁
的
な
施
策
は
藩
内
か
ら
反
感
を
買
い
、

寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
に
失
脚
、
家
督

を
長
男
・
清
七
に
譲
り
現
在
の
土
佐
山
田

に
隠
居
す
る
が
、
そ
の
年
の
十
二
月
十
五

日
に
急
逝
す
る
（
享
年
四
十
九
歳
）。
翌

年
、
遺
族
は
宿
毛
に
幽
閉
さ
れ
野
中
家
は

断
絶
、
屋
敷
は
没
収
さ
れ
跡
地
に
藤
並
神

社
が
建
て
ら
れ
た
。

　
現
在
、
藤
並
神
社
の
社
格
標
は
鳥
居
の

あ
っ
た
場
所
の
近
く
に
あ
る
が
、
野
中
兼

山
先
生
邸
跡
の
碑
は
、
な
ぜ
か
屋
敷
の

あ
っ
た
堀
の
内
側
で
な
く
外
側
に
あ
る
。
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本
年
8
月
か
ら
猛
威
を
奮
っ
て
い
た

第
５
波
の
コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。
８
月
初
め
か
ら
第
５

波
が
広
が
り
ま
し
た
が
、
９
月
下
旬
に

は
県
内
の
感
染
者
も
１
桁
台
に
な
り
、

ゼ
ロ
の
日
も
あ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
8
月
25
日
に
は
、
１
日
当
た
り
新
規

感
染
者
数
は
過
去
最
大
の
１
１
１
人
に

ま
で
増
え
、
市
内
２
カ
所
の
宿
泊
療
養

施
設
の
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
た
た
め

に
、
県
の
判
断
で
や
む
な
く
、
自
宅
で

の
療
養
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
緊

急
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
在
宅
の
療
養

と
な
り
、家
族
へ
の
感
染
の
ご
心
配
や
、

お
一
人
で
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
、

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
９
月
8

日
に
は
、
３
カ
所
目
の
宿
泊
療
養
施
設

が
稼
働
し
始
め
、
新
規
感
染
者
数
も
減

少
し
て
き
た
こ
と
か
ら
危
機
的
状
況
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
自
宅
療
養
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
（
血
液
中
の
酸

素
飽
和
度
を
測
定
す
る
機
器
）
や
、
食

料
品
な
ど
不
足
す
る
も
の
が
あ
り
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
５
波
の
感
染
は
全
国
で
も
猛
威
を

奮
い
、
東
京
で
は
１
日
５
千
人
以
上
の

感
染
者
が
出
ま
し
た
が
、
東
京
都
も
10

月
初
め
に
は
１
０
０
人
を
切
る
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
猛
威
を
奮
っ
た
第
５
波

が
な
ぜ
急
速
に
収
束
に
向
か
っ
た
の
か

専
門
家
も
首
を
か
し
げ
て
い
ま
す
が
、

国
内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
こ
と

が
背
景
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
高
知
市
で
は
、接
種
対
象
者
の
う
ち
、

第
１
回
目
の
接
種
を
終
え
た
方
は
、
９

月
末
の
段
階
で
75
％
を
超
え
て
お
り
、

集
団
免
疫
効
果
が
出
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
空
気
が
乾
燥
す
る
季
節

を
迎
え
ま
す
の
で
、
冬
場
の
第
６
波
の

感
染
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。当
面
は
、

マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
消
毒
の
徹
底
を

継
続
し
、
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ナ
ウ
イ
ル
ス
「
第
５
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」


